
オオカミフォーラム 2026

オオカミが守る森林
森林が守るクマ

～ クマ問題から生態系の保全を考える ～

一般社団法人  日本オオカミ協会
TEL & FAX  0558-64-8800　info@japan-wolf.org　https://japan-wolf.org

参加費無料
＊ 問い合わせ・参加申し込み先：  info@japan-wolf.org
　お名前、会場名、メルアド、電話番号を記してお申込みください。※東京、静岡は Zoom参加可

◎東京　２月 8 日（日）13:30 ～ 17:00
三茶しゃれなあど  集会室シリウス（定員 54 名）
東京都世田谷区三軒茶屋 1-41-10

〔主催〕一般社団法人　日本オオカミ協会 

◎静岡　2 月 12 日（木）13:30 ～ 17:00
JR 静岡駅ビル  パルシェ７階 D 会議室（定員 62 名）
静岡県静岡市葵区黒金町 49 番地

〔主催〕森林獣害問題静岡フォーラム実行委員会
〔共催〕一般社団法人　日本オオカミ協会

◎和歌山　2 月 27 日（金）13:30 ～ 16:00
和歌山県立情報交流センター Big･U  講義室（定員 50 名）
和歌山県田辺市新庄町 3353-9

〔主催〕一般社団法人　日本オオカミ協会
＊各会場とも開場は 30 分前です。

～ クマ問題から生態系の保全を考える ～



オオカミフォーラム 2026

〔東 京〕2 月 8 日（日）13:30 ～ 17:00
●話題提供
　大槻国彦「オオカミの絶滅と復活、シカの増えすぎとクマ問題」
　スティーブ・ブラウン「イエローストーン国立公園内外でのクマ

とオオカミの保護管理」（日本語）
●司会・Q&A コメンテーター
　丸山直樹

〔静 岡〕2 月 12 日（木）13:30 ～ 17:00
●話題提供
　大槻国彦「オオカミの絶滅と復活、シカの増えすぎとクマ問題」
　大場孝裕「静岡県のツキノワグマ　－環境・行動・被害－」
　スティーブ・ブラウン「イエローストーン国立公園のクマとオオ

カミの保護管理」（日本語）
●司会・コメンテーター
　丸山直樹「クマ問題の真実をめぐって」
●森林獣害問題静岡フォーラム実行委員会 委員長
　杉山嘉英

〔和歌山〕2 月 27 日（金）13:30 ～ 16:00
●話題提供
　大槻国彦「オオカミの絶滅と復活、シカの増えすぎとクマ問題」
　スティーブ・ブラウン「イエローストーン国立公園のクマとオオ

カミの保護管理」（日本語）

オオカミが守る森林　森林が守るクマ
～ クマ問題から生態系の保全を考える ～

〔プロフィール〕

大槻国彦
一般社団法人 日本オオカミ協会会長、
林業経営、森林科学

大場孝裕
静岡県自然環境保護調査委員会 哺乳
類作業部会長

スティーブ・ブラウン
アドベンチャーイエローストーン代
表、一般社団法人 日本オオカミ協会
フェロ－、自然保護教育

丸山直樹
農学博士、一般社団法人 日本オオカ
ミ協会名誉会長

杉山嘉英
林業、森林組合おおいがわ組合長

● 「オオカミ再導入」という選択肢
　絶滅したオオカミの再導入は、生態系のバランスを取り

戻す「切り札」として期待されています。しかし、提案し

てから 30年以上が経たのに実現していません。国民の皆様

のオオカミ復活への願いは高まるばかりです。

●新たな課題「クマ問題」
　近年、クマの出没が増え、農林業被害や人身被害が多発

しています。今年に入っても多くの死傷者が出ており、放

置すればクマも絶滅危惧種になる恐れがあります。また、

オオカミ復活への懸念材料とされることもあり、両者の生

態や関係の正しい理解が求められています。

●私たちの取るべき道
　オオカミとクマ、それぞれの保護管理問題は、野生生物

と共存するための大きな挑戦です。感情論ではなく、科学

的かつ論理的な視点から、多様な意見を尊重し議論を深め

ることが不可欠です。

このフォーラムでは、多角的な視点から現状を分析し、よ

り良い未来を築くための具体的な方策を探ります。

〔主な論点〕
・クマ増加の背景： 90 年代以降の狩猟圧低下。

・共存の現実： クマとの同所的共存は生態学的に困難。

・人里出没： 個体数増加による混み合いが主因。

・人身被害： 防衛的攻撃や捕食行動が原因。

・保全の方向性： 地域区分を明確にし、人里・都市では排

除、山地では密度管理を。広大な自然生態系保護地域

が必要。

・調査技術の発展： 生息頭数調査手法の早急な改善が必要。

・科学的検証： 感情に流されず、科学的・論理的な検証を。

・参考事例： 米国イエローストーン国立公園の保護管理

システム

■ 深刻な獣害が日本の豊かな自然を脅かしています。シカやイノシシによる農林業被害は激化の一途。

増え続けるクマによる人身被害も過去にない規模に達しています。この危機的な状況をどう乗り越えるか。


